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1.　はじめに

現在，市民オーケストラや市民合唱団など音楽を楽

しむ多くの人たちが幅広く活動している．しかし，市

民楽団の指揮者は経験者でない場合もあり，指揮初心

者の多くは指揮における指示動作を独学で習得するこ

とが難しい．指揮初心者は指揮法の基本である各拍子

の図形を正しく描くことと，表現を指示する動作を正

しく行うことを習得せねばならない．しかしながら同

時にこの二つを個人で練習することは難しく，なかな

か改善点に気づくことができない．そこで実践的な指

揮の学習を行うことを支援するために，指揮動作の撮

影画像から各拍子の図形を描くことと，表現の指示を

行えているかの認識を行い，その両方から改善点を伝

えるシステムを構築したいと考えた．著者らは各拍子

の図形を正しく描けているかを認識するシステムを構

築したが（1），表現を指示する動作の認識が課題とし

て残されている．一方でこれまで指揮の機械認識には

多くの先行研究が存在する．左手ジェスチャをデータ

グローブで採取（2）（3）したり，指揮棒に加速度センサ

を搭載しジェスチャを認識するシステム（4）が代表的

である．また，エンターテイメント向けの擬似指揮体

験システム（5）（6）の研究も進められている．

指揮法指導としてKinect センサを用いて動作の撮影

を行い，作成したアニメーション動画を自分自身で振

り返ることにより指揮が上達した（7）との報告がある．

しかしながら，指揮の機械認識で得られた情報を用い

て指揮法指導を行う研究はほとんど進められていない．

そこで本稿では，指揮自己学習システム構築のため

に，残された課題である指揮者の動作から表現指示動

作を自動的に抽出する手法について検討し，指揮中の

表現を識別するシステムを提案する．

提案手法では，Kinect を使用することにより直接機

器を身体に装着する必要がないため，身体への負担が

ない．それにより自然な指揮を扱うことができ，実際

の指揮での識別を可能にする．また，画像として保存

することも可能であるため，振り返りを行う際に視覚

的なアドバイスを行うこともできると考えた．

実験では，指揮映像から指揮表現を識別し，手法の

有効性を確認した．

2.　提案手法

2.1　提案手法の概要

Kinect センサを用いて指揮者の動作から表現指示動

作を識別する手法を提案する．提案手法の概要を図 1

に示す．

2.2　学習データ

Braem ら（8）は指揮法で取り上げられている拍子の

指示を「主導的な手による身振り」とし，表現に関す

る指示を「主導的でない方の手による身振り」として
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